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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は新しい遠隔操作装置を用いた超音波 ドプラ排尿機能検査法に関する研究であ
る･従来の膜朕内と直腸内に圧力測定のためのカテーテルを挿入する方法に比し,検査椅
子の底面から会陰部に超音波プローブを押しつけ,尿流を超音波 ドプラ信号として捉え,
コンビュ-解析する方法である.本方法は非侵襲的であること,従来法と同等の結果が得
られること,検査が短時間で済むこと,初心者でも検査実施可能であることなどの利点が
ある.
本方法により,容易に下部尿路閉塞の診断が可能であり,適切な治療法選択が可能にな
る･また,本検査は膜朕排尿筋機能不全の診断に応用できる可能性があり,価値ある研究
と考える.
よって,本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める.
